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町の人口

9 月 1日 現在

世帯数 2. 1 9 1 
男 6.0 3 6 
女 6.2 8 4 
総人口 12.32.0 
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ーーかぎりなく広がる←ー
町のシンボノレである新庁舎は、昨年の十月 かb一年余の歳月ていよいよ完成、町民、自

治の殿堂にふさわし(祝福する日も間近かにせまっている。また昨年、建設が決った

今金報話局も起工式がおこなわれ開通が待たれている。さらに急行せたなも運行、あ

わせて北桧山総合かんl心、事業の位吉エ頭首も近〈起エの運びになっている。かぎり

なく広がる本町は田園都市ど Lて名実どもに充実した発展.，J>りであるが、 生産基盤の
整備にあわせ、こ んどは生活の環境を整える ことが住民の願、、どして叫ばれている。

このため、道路、学校、公園、 衛生、福祉などの公共事業を重点施策にあげ.地方行政

に反吠させる本町の発展はめまヤる L< ;これらの実現も そう遠(なさそうである。
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6，895万円、

を
あ
げ
祝
福
す
べ
き
で
す
。

乙
白
待
望
久
し
い
新
庁
舎
は

町
白
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
ま
た

町
民
自
治
白
殿
堂
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
、
町
の
発
展
に
ょ
せ
る

期
待
は
大
き
く
、
建
設
に
当
つ

て
は
あ
ら
ゆ
る
技
術
の
粋
を
集

め
た
近
代
的
建
設
で
、
桧
山
管

内
随

一
白
巴
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
画
期
的
な
事
一業
推

進

ι取
り
組
心
だ
の
は
勿
論
、

深
い
町
民
の
理
解
と
熱
意
に
よ

る
も
白
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

庁
舎
白
準
備
に
つ
い
て
は
全
町

こ
ぞ
っ
て
い
く
た
の
浮
財
を
お

ょ
せ
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
を
広

報
を
通
叫
厚
く
お
礼
を
申
し
上

F

げ
ま
す
い
凶
器
七
+-
周
年
を
迎
‘
.

こ
れ
を
機
舎
に
地

'

エ費新庁舎落成

下ー階庁舎内部写真よ 議事堂内部

方
自
治
由
民
主
化
に
総
力
を
傾

け
る
方
針
で
あ
り
ま
す。

完
成
の
庁
舎
を
紹
介
す
る
と、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
三

階
建
て
総
面
積
}
八
六
六
平
方

メ
ー
ト
ル
、
高
き
一

0
・
五
メ

ー
ト
ル
、
塔
屋
を
含
め
る
と
一

六
・
六
五
メ
ー
ト
ル
。
特
徴
と

し
て
一
階
の
日
よ
け
と
二
階
的

商
巨
ベ
ラ
ン
ダ
ー
が
あ
り
、
暖

房
は
重
油
ス
チ
ー
ム
で
便
所
は

水
洗
式
で
す
。
庁
内
は
一
陽
に

出
納
室
、
税
務
、
建
設
、
民
生

、
産
業
、

土
地
改
良
白
各
課
に

水
道
室
と
民
業
委
日
会
。

二
階

は
町
長
、
助
役
室
、
総
務
謀
、

企
画
室
に
議
会
事
務
局
と
議
長

室
、
委
員
会
室
、
接
事
堂
、
三

階
は
教
育
蚕
員
会
と
大
、
小
会

1・， 

今

金

報

話

局

起

工

式

1
昭
和
四
三
年
開
通

l

昭
和
四
十
三
年
春
完
成
予
定

の
今
金
屯
報
電
話
局
新
築
工
事

由
起
工
式
は
、
秋
晴
れ
白
九
月

二
十
七
日
午
前
十
一
時
か
ら
、

建
設
工
切
羽
場
に
、
道
沼
気
通

信
局
家
践
副
局
長
ら
関
係
者
三

十
人
伝
出
席
し
て
お
と
な
わ
れ

ま
し
た
。
工
事
由
安
全
を
祈
る

玉山中
が
博
げ
ら
れ、

ク
ワ
入
れ

式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
午

後
は
産
業
会
館
で
祝
賀
会
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
工
事
概
要
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
一
階
建

て
、
床
面
積
七
二
0
平
方
メ
ー

ト
ル
、

総
工
費
一
億
三
千
万
円

(
局
舎
五
千
万
円
、
機
械
設
備

八
千
万
円
)
で
ク
ロ
ス
バ
ー
自

動
交
換
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た、

加
入
数
は
七

O
O台
で
完

成
能
は
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
り
全

国
主
要
都
市
と
の
市
外
通
話
も

即
時
化
さ
れ
便
利
に
な
り
ま
す

一
応
来
年
中
に
完
一
成
田
十
三
年

春
か
ら
開
通
す
'る
予
定
で
す
が

己
白
局
舎
も
将
来
白
増
築
に
備

え
二
階
建
に
す
る
ζ

と
も
で
き

ま
す
。
こ
れ
が
完
成
後
は
北
部

桧
山
地
方
自
電
話
は
H

ぐ
ん
と

H

サ
ー
ビ
ス
さ
れ
る
と
完
成
が

待
た
れ
て
い
ま
す
。

級
室
に
研
修
室
で
屋
上
に
展
望

建

台
も
あ
り
町
が
一
望
で
き
ま
す

EI間一一旦

第
三
回

定
例
町
議
会
で
補
正

第
三
回
定
例
町
議
会
は
九
月

十
四
日
招
集
さ
れ
、
四
十
一

年

度
-
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
八

件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
定
例

会
は
町
長
の
行
政
報
告
に
つ

い

で
中
野
建
設
、
伊
藤
産
業
各
常

任
歪
員
長
か
ら
調
査
報
告
が
な

さ
れ
-
般
質
問
巨
人
り
ま
し
た

可
決
さ
れ
た
の
は
、
国
保
病
院

医
師
等
の
往
診
旅
曲
目
支
給
条
例

由
一
部
改
正
)
同
病
院
転
員
特

殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
町
一
部

改
正
、
一
般
会
計
、
持
別
会
計

予
算
白
補
正
、
転
員
団
体
の
登

録
に
闘
す
る
条
例
制
定
、
同
庶

民
自
行
為
の
制
限
特
例
条
例
の

制
定
、
町
教
育
委
員
の
任
命
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果

-

般
会
計
は
=
二
、
四
五
八
千
円

追
加
し
て
三
五
二
、

七
六
八
千

円
に
、
ま
た
国
保
事
業
勘
定
は

四
、
回
二
五
千
円
追
加
さ
れ
四

六
、
八
六
七
千
円
に
、
国
保
施

控
勘
定
は
二
八
八
千
円
追
加
し

て
七

O
、
七
五
一
千
円
に
そ
れ

ぞ
れ
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

任
期
満
了
白
町
教
育
委
員
に
大

西
信
明
き
ん
が
再
選
さ
れ
ま
し

た。

管
理
職
決
る

今
金
町
公
平
委
員
会
は
九
月

六
日
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
管

理
転
に
つ
い
て
白
範
囲
を
決
め

ま
し
た
。
管
理
規
則
は
七
日
公

布
さ
れ
、
そ
の
範
囲
は
議
会
事

務
局
長
、

総
務
、
民
生
、
産
業

建
設
、
土
地
改
良
の
各
課
長
、

企
画
室
長
、
際
務
、
財
政
、
経

理
、
出
納
の
各
係
長
。
教
育
長

、
次
長
、
総
務
係
長
、
農
業
委

員
会
事
務
局
長
、
選
管
書
記
長

で
、
出
先
機
関
は
保
育
所
長
、

小
、
中
学
校
長
、
教
頭
、
公
民

館
長
で
国
保
病
院
は
院
長
、
副

院
長
、
事
務
長
、
医
長
、
薬
局

長、

看
護
婦
長
。
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育担

新

庁
&. 
I=t 

明
月

mh団
移
庁
式

l

今
金
町
役
場
新
庁
舎
は
、
誌

の
秋
を
迎
え
い
よ
い
よ
落
成
、

二
十
八

H
午
後
三
時
か
ら
新
庁

舎
に
お
い
て
晴
れ
の
移
庁
式
を

お
こ
な
い
ま
す
。
い
ま
の
旧
庁

品
川
か
ら
三
十
四
年
目
で
移
斤
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
庁

舎
の
落
成
と
と
も
に
各
行
事
を

お
こ
な
い
ま
す
が
、
と
れ
ら
の

多
く
は
凶
拓
先
駆
者
と
自
治
行

政
の
改
革
、
発
展
に
献
身
的
に

協
力
し
ま
し
た
物
故
者
に
対
し

て
の
ど
以
福
と
感
謝
由
意
を
讃

え
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

お
も
な
行
事
と
し
て

⑩
二
寸
八
日
午
後
一
時
か
ら
旧

庁
件
に
お
い
て
府
代
首
長
、
町

、
村
識
の
物
脱
者
に
対
す
る
感

謝
の
式
が
、
町
議
会
議
日
、
教

育
委
員
、
民
主
委

n、
選
管
委 落

成
員
、
監
表
委
員
、
そ
れ
に
全
転

員
が
出
席
し
て
。

⑩
同
日
午
後
三
時
か
ら
は
新
庁

舎
に
お
い
て
移
庁
式
が
そ
れ
ぞ

れ
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

⑨

一
般
参
観
は
二
十
九
日
三
十

日
の
二
日
間
お
こ
な
い
公
開
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

三
吃
っ
て
ご
参
卸
下
さ
い
@

年

金

一
般
参
観
も

-J

一日一
日
一
日
月
中
旬
に

落
成
式
一
日
行

庁
内
各
謀
、
室
電
話
番
号

町助牧

入

間
定
資
産
評
価
員

総
管経財底詩!

務

諜

長

i¥ 

4宣

O 

役

O O 

係係係係長

二
一一一一

日
コ
ニ
ヱ

d

一一ニ一}

一一
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--一-一一ニ

税

務
羽
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課

長

000000 
四六五六五三

税

n 
1;1 

係

国
定
資
陀
税
係

'"'. Jζ 

付

民

生課厚衛国

課
保生生

係係係長

四三 三二

戸

籍
課

建

設際
長
土

木

係

技

術

係

都

市

計

画

係

建

築

合

酉

係

建

築

技

術

係

車

婿

係
課

産

業課

長

段

産

係

操
業
構
造
改
善
係

係

-0四

イ手

六七七六六八五一O九

換

地

計

画

係

民
有
林
指
導
係

開

拓

係

畜

産

係

商

工

係

土
地
故
良
蝶

諜

長
土

地

改

良

係

管

理

係

水

道

室

出

納

室

企

菌

室

室

長

企

国

係

統

計

係

強

会

事

務

局

正

副

議

長

室

議

員

控

室

委

員

会

室

農

業

委

員

会

局

長

教
育
委
員
会

教

行

長

総

務

係

学

校

教

育

係

社

会

教

育

係

監
査
委
員
会
事
務
局

選

監

事

務

局

給

仕
公

務

補

室

監

査

委

員

室

選
挙
管
理
委
員
会
主

諸

室応

接

室

研

修

室

町

民

相

談

室
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窓室室 ホ室

ノレ

四四 二 回主
三二七九六

教 a

育 1
委

員
会 1

Mg， 
二二 四
五五五
一八 六

E

da四
五
八

2
i
a四
五
九

H

四
五
八

H

回

E
九

M

四
五
七
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総夜民

IZ動生

語'室 5県

自

衛

隊

今
金
地
区
林
業
指
導

事

務

所

今
金
地
区
開
拓
営
農

指

導

所

州
四
一
日
出
動
一
間
諒
一肌町一

一
-一回

※
内
線
を
利
用
す
る
場
合
は
必

ず

「内
線

O
O
O審
」
と
申

山
し
て
下
さ
い
。

五五

H

河

川

昇

格

、
防

災

児

明
る

い
見

通

し

利
別
川
本
械
の
級
河
川
押

絡
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り

中
央
、
道
内
閲
庁
係
に
訂
版
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
本

町
を
お
と
ず
れ
ま
し
た
開
発
庁

水
政
記
長
、
星
野
地
質
研
究
室

長
、
服
部
河
川
係
長

b

行
八

人
に
よ

っ
て
英
利
河
地
区
の
防

災
な
ど
と
あ
わ
せ
て
調
査
さ
れ

ま
し
た
。
い
づ
れ
も
地
方
の
原

始
河
川
町
尖
態
を
く
ま
な
く
調

査
さ
れ
懸
案
白
河
川
昇
格
や
防

災
の
野
要
性
を
あ
ら
た
め
て
恕

放
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
由
耶

業
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ
ん
ど

も
砧
極
的
な
運
動
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
制
科
目
白
結
m

ー

か
ら
み
て
念
願
の
河
川
昇
格
や

美
利
河
地
区
の
防
災
な
ど
は
こ

H
ん
と
明
る
い
見
と
お
し
が
つ
き

11 

ま
し
た
。
ま
た
、
民
林
省
か
ら

も
桧
山
北
部
総
合
か
ん
ば
い
事

業
の
現
測
調
引
に
、
開
発
庁
の

木
村
か
む
ば
い
班
長
ら
五
人
が

当
町
を
お
と
ず
れ
住
吉
地
区
な

ど
の
グ
ム
や
随
道
施
設
箇
所
を

制
作
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
も
近

〈
抗
工
さ
れ
る
住
吉
顕
引
工
の

現
地
訓
去
の
た
め
で
あ
っ
て
今

金
町
は
も
ち
ろ
ん
、
北
部
桧
山

地
方
の
開
発
は
中
央
情
官
庁
白

話
観
的
な
制
衣
に
よ
っ
て
さ
ら

に
箭
工
と
完
成
が
促
進
さ
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か

し、

こ
の
た
め
町
民
こ
ぞ
っ
て

の
協
力
も
ま
た
必
要
で
あ
り
ま

す
。
と
も
あ
れ
町
の
産
業
振
興

は
色
速
に
す
す
み
、
山
積
し
た

諸
問
題
は
巡

-
解
消
に
方
向
づ

い
て
い
ま
す
。
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(祝)

急
行
せ
た
な
運
行

町

長

三

元

老

に
報

告

瀬
棚
、
函
館
を
結
ぶ
急
行
せ

ラ
ス
パ
ン
ド
の
か
な
で
る
鉄
道

た
な
は
-
日
か
ら
運
行
さ
れ
待
唱
歌
に
合
せ
勺
先
行
せ
た
な
は
吉

望
の
瀕
棚
、
函
館
閣
を
三
時
間
在
函
館
市
長
と
山
田
桧
山
支
庁

十
五
分
で
走
る
こ
と
に
な
り
日

長

に

託

さ

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

帰
り
ピ
ジ
2

ス
便
と
喜
E
ば

れ

乗

せ

一

路

函
館
に
向
い
ま
し
た

て
い
ま
す
。
一
日
は
各
釈
で
開

。
五
桶
編
成
の
急
行
に
は
観
光

述
式
が
お
こ
な
わ
れ
駅
頭
は
送
団
が
ぎ
っ
し
り
、
万
才
と
拍
手

迎
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

で

始

発

式

は

拘

わ

り

ま

し
た。

今
金
駅
で
も
五
時
四
十
分
か
b

午
後
三
時
か

b
瀬
棚
町
児
童
会

始
発
式
が
お
こ
な
わ
れ
中
学
生
館
で
関
係
者
百
余
人
が
集
ま
り

、
役
場
転
員
白
ブ
ラ

ス

バ

ン

ド

成

大

に

祝

賀
式
を
お
こ
な
い
ま

μ

十
月
一
日
か
ら
d

に
合
せ
女
子
転
員
が
車
草

と

速

し

た

。

急

行
運
行
に
つ
い
て
は

転
手
に
花
束
を
贈
り
門
出
を
祝
三
町
で
同
盟
期
成
会
を
結
成
、

執

務

時

間

変

る

摘
し
ま
し
た
。
安
部
町
長
の
手
国
鉄
当
局
や
関
係
斤
に
陳
情
を

一
白
か
ら
役
場
白
執
務
時
間
が

で
テ
l
プ
に
は
さ
み
が
入
れ
ら

続
け
た
も
の
で
す
。
し
か
し
利

変
加
弓
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

れ
打
ち
上
げ
花
火
を
合
図

ιプ
用

慣

D
円
滑
な
消
化
と
み
な
き

時
ま
で
土
鰍
日
は
従
来
ど
担
り

A
9
0
0ゐ
1
1
3
h
q
O
A
O
-
-
A
q
q
O
1
1位
I
OO
V
OI
d
-A
0
0
0
d1
0
1
411
F
Avo
-
-

さ
れ
た
。
由
ち
花
石
、
八
雲
間

完

二

郎
、
牛
本
幸
五
郎
、
築
井

母
国

モ

ウ
ゼ
ウ
シ
「
尋
麻
(

に
道
路
聞
き
く
さ
れ
る
に
至
り

新

多

、

南

地

学

な

ど

で

、

多

く

イ

ラ
ク
サ
)
白
あ
る
所
」

と
呼

発
展
し
た
が
、
原
始
河
川
も
多
は
林
業
事
業
に
着
手
、
全
盛
期
ば
れ
明
治
初
年
に
笹
森
来
助
が

い
。
畑
、
酪
段
経
営
も
順
次
発

の
大
正
7
・
8
年
は
戸
数
一
八

熊
付
に
来
て
住
居
を
か
ま
え
西

展
し
つ
つ
あ
る
。
人
口
一
六

O

O

戸
で
市
街
地
も
却
戸
を

越

え

川

正
吉
が
犬
養
に
代
り
所
有
地

人
世
帯
数
三
六
。

る
発
展
.ふり
。
し
か
し

地

力

の

を

官

理
し
た
。
そ
白
後
郎
元
徳

減
耗
か
ら
道
束
、
道
北
に
転
出

太
郎
、
西
国
春
吉
、

架
元
友
吉

増
山
山
山
県
徴
荒
廃
し
た
が
、
終

戦

磁

本

伝

家

ら

が

入

地
下
て
開
拓

後
四
附
拓
入
鎚
で
再
び
健
興
現
、
明
治
団
年
太
櫓
(
北
桧
山
)

在
は
草
地
改
良
、
J

パ
イ
ロ

ッ

ト

車

瀬

棚

(

同

)

か

ら
も
移
住
者

事
業
で

一
大
酪
農
郷
と
な

り

発

多

く
、
西
田
、
高
田
、
津
田
の

展
ぶ
り
は
目
ざ
ま
し

い

。

附

和

祉

字

を

と

り
西
高
津
と
も
呼
ん

九
年
に
日
進
と
な
り

現

在

四

三

で

い

た

@
畑
作
か
ら
美
問
に
か

惟
帯
白
-
八

O
入

。

わ

り

現

在

四
二
世
帯
の
ニ
O
O

人
。

i郷 j
土i
6のj
て紹j
i介j

曽田宮 (5)官官民口広報いまかね

中
里

元
シ
ユ
プ
ン
ナ
イ
と
い

い
ア
イ
ヌ
語
か
ら
出
た

「
ウ
グ

イ
川
」
の
意
味
で
あ
る
赤
ハ
ラ

が
群
を
な
し
て
の
ぼ
っ

た
と
さ

れ
て
い
る
。

明
治
泣
年
越
後
の

吉
田
庄
五
郎
、
上
回
角
次
郎
、

藤
島
松
太
郎
氏
が
移
住
腸
聾
し

た
の
が
は
じ
ま
り
で
同
犯
年
に

美
盟
国
体
凶
戸
が
移
住
、
拍
年

に
未
開
地
払
下
で
一
般
に
解
放

日
進

パ
ン
ケ
オ
チ
ヤ
ヌ

ン
べ

と
い
い
ア
イ
ヌ
話
回
「
上
の
鮭

の
卵
場
」
で
あ
る
と
白
意
。
高

原
地
帯
で
明
治
日
年
支
庁
が
区

画
部
戸
を
移
住
さ
せ
殖
民
計
画

を
増
設
し
た
。
判
年
井
熊
金
作

の
募
集
で
福
島
か
ら
崎
戸
、
時

年

m一戸当
時
の
団
長
は
五
十
嵐

ん
の
協
力
が
実
を
結
ん
で
や
っ

と
実
現
さ
れ
ま

L
t
。
急
行
発

車
後
安
部
町
長
は
町
白
発
同
胞
に

つ
と
め
た
開
拓
功
労
者
今
村
、

加
藤
、
鈴
木
三
元
老
の
頒
徳
間

を
訪
れ
、
供
も
ち
を
そ
な
え
急

行
せ
た
な
由
開
通
を
報
告
し
ま

し
た

三
氏
は
国
鉄
瀬
棚
線
白

開
通
は
産
業
開
発
白
基
幹
で
あ

る
と
長
年
運
動
に
怠
画
昭
和
五

年
国
縫

l
花
石
問
、

同
七
年
全

線
開
通
に
成
功
し
た
も
巴
で
あ

り
ま
す。

運
行
の
急
行
は
上
り
今
金
発
5

・
臼
分
函
館
者
8
・品
分
で
松

前
、
江
差
に
も
接
続
、

下
り
は

函
館
発
口

-m分
、
今
金
者

m

-
H
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。

視
察
団

ニ
百
人
越
す

盛
業
、
林
業
榊
造
改
善
事
業

を
は
じ
め
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
土
地

改
良
事
業
、
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー

と
農
業
、
動m
肢
と
も
に
他
町
村

民
比
べ
て
事
業
白
多
い
今
金
町

に
、
と
と
し
は
管
外
か
ら
白
視

察
団
が
め
っ
き
り
多
く
、
例
年

目
三
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

視
察
回
目
多
く
は
町
級
会
鵠
ハ
H

や
支
庁
町
村
既
日
H

組
合
H
H
で

七
月
か
ら
九
月
末
固
ま
で
に
約

二
百
人
を
越

え
て
い
ま
す
。

ま
ず
七
月
は
共
和
村
議
会
由

一
行
十
人
が
農
業
構
造
改
善
を

中
心
に
視
察
し
た
の
を
は
じ
め

八
月
に
は
美
幌
町
町
議
、
清
水

A

守
地
方
公
共
団
体
の

苦
情
は
行
政
相
談

委
員
に

国
民
由
行
政
に
関
す
る
苦
情

白
解
決
の
促
進
に
資
す
る
た
め

に
、
名
町
村
に
行
政
相
談
委
員

が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

ん
ど
法
律
に
よ
っ
て、

委
員
白

地
位
と
名
称
が
制
定
さ
れ、

委

員
白
か
ら
の
武
任
に
お
い
て
業

務
を
道
打
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
行
政
管
理
庁
長
官

民
対
し
て
も
意
見
の
具
申
が
で

き
る
と
と
に
な
り
、
そ
の
転
務

内
容
は
、
国
の
行
政
機
関
お
よ

び
法
令
で
定
め
る
法
人
の
業
務

に
つ
い
て
の
苦
情
や
相
談
に
も

応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
@
し
た
が
っ
て、

町
町
議
、
大
野
町
町
議
が
、
ま

た
森
町
役
場
転
員
の
ほ
か
石
狩

支
斤
竹
内
転
向
部
会
三
十
人
と

江
長
町
土
地
改
良
区
白
一
行
五

十
人
も
視
察
、
さ
ら
に
稲
盛
町

町
議
も
林
業
構
造
改
善
を
観
察

し
ま
し
た
。
九
月
は
閉
じ
〈
十

勝
支
川
の
各
町
村
五
+
人
が
、

そ
の
ほ
か
上
自
国
村
議
津
別
町

町
議
、
長
沼
町
町
議
、
九
月
二

十
九
日
に
は
稚
内
市
民
委
が
そ

れ
ぞ
れ
船
出
地
帯
神
丘
視
察
、

町
は
一
転
し
て
先
進
地
な
み
で

そ
自
発
展
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
裁
が
完
成

す
る
に
し
た
が
っ
て
視
察
団
は

さ
ら
に
増
え
る
も
の
と
見
ら
れ

ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
観
光
開

発
に
力
を
入
れ
る
ζ

と
も
大
切

で
す
。

地
方
公
共
団
体
白
業
務
に
対
す

る
苦
情
は
、
こ
ん
ど
由
法
律
で

一
応
時
官民
範
囲
外
と
な
り
ま
す

が
、
申
出
人
の
関
係
か
ら
地
方

公
共
団
体
白
苦
情
を
受
け
た
場

合
は
、
第
一

次
約
に
は
、
町
村

田
苦
情
の
窓
口
を
積
観
的
に
利

用
し
、
第
二
次
的
に
は
、
行
政

管
理
庁
に
辿
絡
し
て
、
町
村
白

苦
悩
を
解
決
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
行
政
相
談
委

員
が
、
苦
情
事
業
に
つ
い
て
白

事
実
施
想
、
実
情
聴
取
な
ど
町

村
を
お
と
ず
れ
も
機
会
は
以
前

よ
り
多
く
な
り
ま
す
の
で
、

己

の
趣
旨
を
深
〈
理
解
し、

行
政

相
談
蚕
員
と
協
議
、
解
決
に
つ

と
め
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

町
田
行
政
相
談
委
貝
は
情
氷
缶

確
氏
〈
干
六
三
二
五
)
で
す
。
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こ
ん
ど
の
改
正
は
拠
出
年
金

白
給
付
水
準
の
引
ま
上
げ
、
給

付
白
支
給
要
件
の
緩
和
な
ど
拠

出
年
金
関
係
の
改
正
が
主
体
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
改
正
白
内

!|国民年金特集号j i自ii三-1
ニ ーよ」三一= """"皐遇制ま月法金 I<X

度りか作制 l

iiiii;ifii!iiiiitiiiiiiii正
:厚生2?一塁:2822てE2fE主25z2T 2 の

改
正
の
要
点

あ

ら

ま

し

~

る
制
度
に
発
展
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
制
度
が
発
足
し
て

以
来
、
福
祉
年
金
白
方
は
毎
年

給
付
ホ
単
の
改
正
が
行
な
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
拠
出
年
金
に

つ
い
て
は
附
和
三
十
六
年
四
月

以
来
軒
町
か
れ
た
ま
ま
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
白
た
め
に
こ

こ
数
年
聞
の
若
し
い
経
済
成
長

に
と
も
な
う
生
活
水
準
の
大
巾

な
上
昇
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
老

後
の
生
活
を
保
敵
す
る
も
白
と

し
て
は
不
十
分
な
状
況
で
し
た

昭
和
四
十
一
年
度
は
国
民
年

会
の
財
政
再
計
算
の
時
期
に
あ

た
り
ま
す
。
そ
こ
で
と
れ
を
園
田

会
に
今
ま
で
田
生
活
水
増
由
向

上
に
あ
わ
せ
て
、
拠
出
年
金
白

給
付
は
水
準
の
大
巾
な
引
き
上

げ
を
中
心
と
し
た
制
度
の
改
普

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
以
下
、

こ
の
特
集
で
改
正
の
あ
ら
ま
し

を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

容
は
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
す

・
老
令
年
金

従
来
、
か
け
金
期
聞
が
二
十

年
ま
で
は
一
年
に
つ
き
九
百
円

二
十
年
を
こ
え
る
期
聞
は

-
年

に
つ
き
干
二
百
円
を
か
け
合
わ

せ
た
額
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
か
け
金
を
納
め
た

期
間

一
年
に
つ
き
二
千
四
百
円

を
か
け
合
わ
せ
た
額
と
な
り
ま

す
。
端
数
月
は
従
来
で
す
と
切

り
す
て
ら
れ
て
い
た
白
で
す
が

こ
れ
か
ら
は
端
数
月
も
計
算

き
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
白
で

実
際
に
は
同
単
位
で
割
算
さ
れ

、
二
百
円
か
け
る
納
め
た
月
数

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
か

け
金
の
免
除
期
聞
に
つ
い
て
は

従
前
ま
で
-
年
に
つ
き
三
百
五

十
円
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ

が
八
百
円
三
月
に

つ
き
二
百

円
の
三
分
自
一
)
で
計
算
し
ま

す
。こ
の
た
め
、
二
十
五
年
納
め

た
人
の
年
金
額
は
従
来
二
万
四

千
円

(月
額
二
千
円
)
だ
っ
た

の
が
、
六
万
円
(
月
額
五
千
円

)
と
二
倍
半
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
四
十
年
納
め
た
人
は

年
初
九
万
六
千
円
(
月
額
八
千

円
)
と
な
り
ま
す
。

-
障
害
年
金

障
害
年
金
の
斬
酬
は
老
令
年
金

目
計
算
と
同
じ
で
す
が
、
最
低

保
障
額
は
現
行
自
二
万
四
千
円

(
月
額
二
千
円
)
か
ら
六
万
円

(
月
額
五
千
円
)
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
重
症
の
障
害
者
に
は
さ

ら
に
年
額

一
万
二
千
円

(
改
正

前
六
千
円
〉

が
加
算
さ
れ
ま
す

-
母
子
・

準
母
子
年
金

改
正
前
は
、
老
令
年
金
田
計

算
に
よ
る
二
分
自
一
と
い
う
こ

と
で
、
己
の
額
が
一
万
九
千
二

百
円
未
満
白
場
合
は
一
刀
九
千

二
百
円
(
月
額
一
千
六
百
円
)

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正

後
は
一
怖
に
子
が
-
人
白
川
恒
合

で
五
万
五
千
二
百
円
(
月
制
凶

干
六
百
円
)
と
な
り
、
さ
ら
に

子
が
一
人
加
わ
れ
ば
年
初
四
千

八
百
円
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
お
遺
児
年
金
も

最
低
保
障
額
が
年
額
一
万
二
千

円
か
ら
三
万
円
に
引
き
」
げ
ら

れ
ま
す。

-
受
給
者
に
も
改
正
の
額
を
支

給
附
和
四
十
二
年
一
月
一
日
，川

に
事
政
等
で
国
民
年
金
を
う
け

て
い
る
人
に
も
来
年
一
月
か
ら

は、

改
正
後
の
年
金
額
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

支
給
要
件
の
緩
和

-
障
害
範
囲
の
拡
大

障
害
に
は
、
手
足
の
不
山
自

な
外
部
障
害
と
、
H

鞘廿晴
、
梢
神

障
害
と
い
う
内
部
障
害
児
年
金

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
内
部
障
害
に
つ
い
て
は

一
定
白
範
阻
に
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
範
囲
を
広
げ

す
べ
て
の
内
部
陣
容
が
対
銀
と

な
り
ま
す。

円四円十五円十同も にま
ず年と 五 才ず二時相そ求す年
つー な 才未つ年巴当のめと金
引月り以満引ー加なたな 翻
きかま上のき月入額め け そを
上らす由 人 上か者と 国 れ の大
げは 。人はげら白なのば財 11'
らそまはこらそ負り持な源に
れ れたこ百れれ担まちりを引
ま に 百円 、ぞ分す iliまどき
す五四五 、三れもがしせこ上
。+十十三+百四、分んかげ
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も 。白年子稲範

つ
ぎ
に
従
来
は
病
気
に
か
か

り
、
三
年
目
で
症
状
が
軽
い
人

に
は
そ
の
後
ど
ん
な
に
重
症
と

な
っ
て
も
年
金
が
支
給
さ
れ
な

か
っ
た
白
で
す
が
、
今
後
は
白

ち
に
混
症
と
な
っ
た
人
に
も
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
従
来
、
初
診
日
と
い
っ

て
、
医
師
の
診
断
を
う
け
た
目

白
前
月
ま
で
白
か
け
金
が
ど
う

で
あ
っ
た
か
に
よ
っ
て
年
金
が

受
け
ら
れ
る
か
受
け
ら
れ
な
い

か
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が

今
後
は
趨
疾
認
定
日
と
い
っ
て

治
療
の
効
果
が
こ
れ
以
上
期
待

で
き
な
い
と
な
っ
た
月
白
前
月

ま
で
白
か
け
金
を
納
め
て
い
れ

ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑨
か
け
金
の
改
正

⑨
福
祉
年
金
額
の
引
き

上
げ

J 

つ
ぎ
に
福
祉
年
金
で
す
が
d

年
金
制
は
四
十
二
年
一
月
分
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
一
律
に
月
に
二
百

円
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
老
令
福
祉
年
金

で
は
、
一
万
五
千
六
百
円
か
ら

一
万
八
千
円
に
、
障
害
補
祉
年

金
は
二
万
四
千
円
か
ら
二
万
六

千
四
百
円
に
。
母
子
、
都
母
子

板
祉
年
金
は
-
万
八
千
円
か
ら

こ
万
四
百
円
に
そ
れ
ぞ
れ
二
千

四
百
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ど
ぞ
ん
じ
の
よ
う
に
会
社
且

や
公
務
員
の
よ
う
に
厚
生
年
金
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あ
る
い
は
共
済
組
合
制
度
に
よ

っ
て
i
も
ら
れ
て
い
る
ひ
と
は

国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん

が、

会
社
H
H
や
公
務
員
の
妻
、

大
学
生
な
ど
は
、

本
人
由
希
望

に
よ
っ
て
『
任
意
加
入』

す
る

こ
と
が
で
き
ま
す。

現
在
北
海
道
で
は
こ
白
よ
う

に
加
入
し
て
い
る
人
が
七
子
人

(今
金
町
一

O
二
人
)
ほ
ど
お

り
ま
す
。
動
め
人
目
奥
さ
ん
は

い
も
お
う
ご
主
人
白
年
金
制
度

で
保
障
さ
れ
て
い
る
も
の
の
額

は
吹
っ
し
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な

く
、
央
き
ん
白
場
合
は
車
独
と

し
て
保
障
さ
れ
て
い
な
い
も
同

然
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
年
金

を
も
ら
っ
て
い
る
と
主
人
が
死

亡
し
た
場
合
、
そ
の
半
制
が
追

族
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
て

い
ど
で
す
し
、
ま
た
ど
主
人
が

い
ま
灼
い
て
い
て
も
、

一
定
の

年
限
を
み
た
さ
な
け
れ
ば
年
金

の
つ
く
権
利
期
聞
が
ま
い
り
ま

せ
ん
。

で
す
か
ら
こ
白
途
中
で

事
故
な
ど
で
死
亡
し

t
り
し
ま

す
と
、
遺
族
は
す
べ
て
の
年
金

(7)γ」応出..-広報いまかねl

か
ら
み
は
な
き
れ
て
し
ま
い
ま

す。
己
の
こ
と
で
お
わ
か
り
由
よ

う
に
、
ど
由
よ
う
な
事
故
に
あ

っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
ま
す
と
い
ま
ま
で
の
べ
ま
し

た
、
い
ろ
い
ろ
白
年
金
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ

て
お
り
ま
す。

事
故
に
あ
わ
な

く
て
も
老
後
、
主
人
と
は
べ

つ

に
単
独
の
年
金
が、

安
い
か
け

金
で一

生
う
け
ら
れ
ま
す
。

自
分
自
身
の
幸
福
田
た
め
に

国
民
年
金
制
度
に
『
任
意
加
入

」
白
み
ち
が
ひ
ら
か
れ
て
い
る

勤
め
人
の
奥
さ
ん
は
、

で
き
る

か
ま
司
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ

る
よ
う
、
お
す
す
め
し
ま
す
。

老
後
に
そ
な
え
て

年
金
を

困
民
年
金
が
で
き
る
前
に
も

厚
生
年
金
保
険
や
船
員
保
険
、

そ
れ
に
公
務
員
め
た
め
由
共
済

組
合
な
と
、
い
ろ
い
ろ
の
制
度

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
制
度
は
、

す
べ
て
会
社

工
場
、
官
庁
な
ど
に
勤
め
て
い

る
人
述
を
対
象
と
し
た
、
い
わ

ゆ
る
被
用
者
年
金
制
度
で
し
た

山
林
漁
業
に
従
事
し
て
い
る

人
や
中
小
企
業
、
自
由
業
な
ど

の
自
営
業
者
と
そ
白
家
族
、
ま

た
そ
こ
で
伯
『い
て
い
る
人
達
は

こ
れ
ら
の
被
用
者
年
金
制
度
か

ら
は
取
り
残
さ
れ
た
ま
ま
で
し

た
@一
方
、
日
本
人
口
白
推
移
を

み
て
み
ま
す
と
、

公
衆
衛
生
白

向
上
や
医
療
の
進
歩
な
ど
か
ら

戦
後
と
み
に
死
亡
率
が
減
少
し

国
民
白
寿
命
が
仲
び
る
と
と
も

に
出
生
率
四
ほ
う
は
、
家
族
計

画
の
普
及
な
ど
か
ら
逆
に
減
少

し
、
人
口
町
構
造
が
老
令
化
す

る
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
@
三
十
年
前
に
は
人

口一

O
O
人
の
な
か
に
六
五
才

以
上
田
老
人
の
占
め
る
割
合
が

四
・
六
人
で
あ
っ
た
の
が
、
十

年
前
で
五
・
コ
一
入
、
五
年
前
で

五
・
七
人
と
ふ
え
、
十
年
後
に

は
八
・

六
人
、
四
十
年
後
に
は

実
に一

六
・
六
人
に
も
達
寸
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
.

こ
う
い
う
人
口
嫌
造
の
討
し

ー
い
老
令
化
傾
向
か
ら、

老
後
の

詳
し
と
い
う
問
題
を
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

時
期
に
き
て
い
ま
し
た
し、

そ

れ
に
年
金
制
度
か
ら
取
り
残
さ

れ
て
い
た
兵
韓
漁
業
に
従
事
す

る
人
速
な
ど
か
ら
、
年
金
制
度

白
創
設
を
要
望
す
る
戸
が
急
速

に
高
ま
っ
て
き
た
、
と
い
う
社

会
的
な
背
景
や
そ
の
声
に
応
え

て
国
民
年
金
制
度
は
創
設
さ
れ

た
わ
け
で
す
。

~ 

標

※ 

年
金
は
一
億
人
の
さ
さ
え
古
い

し
ら
ぬ
聞
に
積
ん
だ
年
金
老
後
は
笑
顔

※ ※ 

今
日
の
年
金
明
日
え
の
き
ほ
う

※ 

は
い
ろ
う
か
け
よ
う
国
民
年
金

1 
語

整遅

九
月
十
五
日
の
敬
老
白
日
町

は
、
町
内
司
老
人
を
招
き
パ
ス

で
町
内
を
寸
周
し
ま
し
た。

役
場
転
員
四
ガ
イ
ド
に
町
内
く

ま
な
く
出
察
し
ま
し
た
が
変
り

ゆ
く
町
四
発
腹
ぶ
り
に
驚
ろ
い

て
い
ま
し
t
、
開
拓
当
時
の
道

路
が
舗
装
に
か
わ
り
、
馬
田
背

道
路
は
た
い
ら
に
な
り
、
美
回

は
広
が
り
橋
は
永
久
橋
と
ど
れ

を
見
て
も
珍
ら
し
く
六
十
人
の

若
人
は
広
げ
ゆ
く
町
田
発
展
に

目
を
か
が
や
か
せ
て
い
ま
し
た

-
行
は
な
ご
や
か
な
の
ち
に
公

民
館
に
つ
き
反
省
会
を
聞
き
ま

し
た
が
、
町
内
観
察
は
毎
年
続

け
て
ほ
し
い
と
白
要
望
が
強
〈

町
も
老
人
対
策
と
し
て
と
ん
ど

も
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

-
方
、
安
部
-町
長
時
九
十
士

以
上
回
高
令
者
を
訪
問
記
念
品

と
組
品
を
贈
り
健
康
ぶ
り
を
は

げ
ま
し
ま
し
た。

こ
の
老
人
た

ち
は
い
わ
ば
開
拓
自
先
駆
者
で

町
長
白
顔
を
見
て
H

あ
ら
付
長

さ
ん
H

と
呼
び
背
白
思
い
出
話

⑨
お
知
ら
せ
⑨

来
月
号
は
こ
れ
ら
の
疑
問
点

に
つ
い
て
問
答
式
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
み
ん
な
で
よ
く

特
集
号
を
読
み
老
後
や
事
故
に

そ
な
え
ま
し
ょ
う。

に
ふ
け
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ

も
元
気
で
家
事
や
農
作
業
に
手

伝
っ

て
い
る
元
気
ぶ
り。

町
長

の
説
明
に
ぜ
ひ
一
度
町
内
を
見

た
い
と
白
己
と
で
、
来
年
白
開

必
じ
十
周
年
記
念
に
は
ハ

イ
ヤ

ー
で
案
内
す
る
ζ

と
に
な
り
ま

し
た
。
訪
問
さ
き
は
荒
木
恒
治

さ
ん
幻

(花
石
)
出
口
勘
三
郎

さ
ん
引

(鈴
岡
)
細
川
勘
太
郎

さ
ん
拘

(神
丘
)
川
崎
三
Z
助

さ
ん
叩

(
同
)

零
真
上
パ
ス
ゼ
町
内
視
察

下
訪
問
う
け
る
老
人
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歩
訓
告
、
を
少
な
く
し
、
厚
料

全

国

雑

音

て
ん
菜
の
受
け
入
れ
由
と
き
の

一
掃
運
動

土
砂
引
き
の
原
料
の
羽
質
准
恨
戸

F
A
E
!

司

一

く
す
る
こ
と
。
飼
料
船
保
ピ
色
、

，
位
品
運
動
は
一
日
か
ら
三
土

タ
ツ
ピ

ン
グ
も
正
し
く
妓
下
諜

一

日

ま

で
で
す
。
雑
音
で
お
到

挺
部
で
行
な
い
ま
し
ょ
う
。
り
の
方
は
近
く
の
N
H
K
、
電

mi
t
i
-
--BI
--叶
J
z

J

力
会
社
、
電
気
広
な
ど
に
お
間

一

⑨

新

庁

舎

の

.

い
合
せ
下
き
い
。
雪
降
り
画
面

一

電

話

変

る

-

に
な
る
、
パ
イ
ク
や
ト
ラ

y
ク

一

・

が
と
お
る
と
図
面
が
ち
ら
つ
く

一
近
く
移
転
す
る
新
庁
舎
の

-

画
の
上
下
が
す
づ
ま
り
に
な
る

-
包
括
は
四
五

O
番
か
ら
四

-

な
ど
の
ほ
か
多
く
の
雑
音
で
悶

一
五
九
番
の
十
回
線
に
瑚
設

国

る
と
き
は
早
め
に
相
談
す
る
こ

-
さ
れ
ま
す
。

一

と
が
、
テ
レ
ピ
を
長
も
ち
さ
せ

-

こ
の
た
め
代
表
包
括
は

-

る
方
法
で
も
あ
り
ま
す
。

-
四
五

O
番
に
な
り
ま
す。

一

-
側
通
は
移
転
後
で
す。

-

一

(
総
務
課
)

-

人
物
往
来

二
日
H
桧
山
管
内
各
町
村
総

μ

議
員
研
修
会
出
席

三
日
H

江
差
土
地
恥
良
、
上
白

国
村
鋭
既
札
硲
静
観
察

六
日
H
青
函
貨
物
、
旅
客
、
会

計
各
課
長
抗
告
せ
白
た
め

七
日
H

道
建
設
常
任
委
視
察

+
二
日
H
道
出
納
長
視
察

一二
一
日
目
桧
山
支
庁
経
済
部
長

ほ
か
四
人
打
合
せ
申
た
め

二
六
日

H
道
電
通
局
鹿
野
係
長

超
工
式
打
合
せ

二
七
日
目
今
金
報
話
局
起
工
式

に
屯
通
、
工
事
関
係
者
加
入

=
一
+
目
H
育
関
貨
物
謀
長
ら
ニ

人
急
行
迎
行
打
合
ぜ
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危
険
な
場
所
で
狩
猟
は
や
め
よ
う

の

ム「，

月

-
日
か
ら
本
州
に
さ
き
が
け

狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。
現

代
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
狩
猟
人
口

も

m加
北
部
桧
山
地
方
で
も
二

百
人
を
越
え
て
い
ま
す
。
と
か

く
猟
銃
に
よ
る
事
故
も
発
生
し

や
す
く
搬
憎
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
仕
か
け
銃
に
よ
る
事

故
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
正
し
い
狩
猟
の
知
総
を
理

解
、
猟
銃
白
保
管
や
使
用
、
道

路
、
公
閥
、
住
宅
街
で
白
狩
猟

は
と
く
に
気
を
つ
け
る
ほ
か
、

目
白
出
前
と
日
没
後
白
狩
猟
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
寸
6

ζ

れ
ら

に
違
反
す
る
と
一

年
以
下
の
懲

役
か
五
万
円
以
下
町
跡
鍍
に
処

せ
ら
れ
ま
す
が
、
事
故
が
守
る

の
が
ハ

ン
タ
ー
と
し
て
回
心
が

け
で
す
.
と
く
に
熊
猟
に
対
ま

る
仕
か
け
銃
は
や
め
ま
し
ょ
う

く
わ
し
く
は
北
桧
山
町
宮
察
署
に

連
絡
下
さ
い
。

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0

 

十
月
の
農
作
業

お
知
ら
せ

農
家
も
職
場
も
皆
ん
な
で

『郷
土
を
美
し
く
す
る
運
動
』

ハ
水
稲

v

t
採
種
AUY
初
白
三
分
の
二
程
度
が
政

変
し
た
と
き
刈
り
と
り
、
架
干

し
ま
し
ょ
う
。

2
刈
り
と
り

完
軌
期
に
達
し
た
も
の
か
ら

刈
り
ま
し
ょ
う
。

3
籾
白
水
分

一
五

・
五
パ

ー
セ
ン
ト
程
度

に
よ
る
こ
と
を
目
標
に
乾
燥
す

る
た
め
、
地
干
に
よ
る
仕
上
乾

燥
は
や
め
て
架
干
す
る
か
、
人

工
乾
燥
を
行
な
う
こ
と
が
出
い

せ
つ
で
す
。

4
籾
ず
り

玄
米
に
衡
を
入
れ
な
い
よ
う

に
機
械
調
整
を
行
な
い
ま
じ
よ

う。5
箇
代
、
機
械
の
手
入
れ

秋
耕
し
、
円
岨
眠
、
腐
熟
堆
肥

な
ど
を
施
す
ほ
か
、
作
業
機
や
t

生
産
資
材
田
市
掃
手
入
れ
も
か

ん
じ
ん
で
す。

八
て
ん
菜
V

ー
十
月
は
て
ん
菜
の
収
磁
期
で

受
け
入
れ
期
日
を
考
慮
し
て
、

天
販
を
選
ら
ん
で
収
磁
す
る
こ

と
も
た
い
世
円
で
す
@
晴

迎
え
よ
い
環
境
で
住
み
よ
く
明

る
い
生
活
を
た
の
し
む
た
め
に

も
、
納
屋
、
物
置
、
奮
舎
の
清

掃
、
側
端
、
下
水
の
清
掃
と
補

修
、
花
だ
ん
、
街
路
樹
拍
手
入

れ
の
ほ
か
、

ネ
ズ
ミ
な
ど
の
駆

除
、
さ
ら
に
転
場
の
清
掃
美
化

活
動
も
み
ん
な
協
力
し
て
お
こ

な
い
ま
し
ょ
う
。
長
い
冬
白
生

活
に
そ
な
え
て
。
ま
た
A
Y
金
保

健
所
で
も
こ
の
実
践
運
動
を

}

屈
も
り
あ
げ
る
た
め
に
町
内
由

一
部
に
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
民

家
も
秋
白
取
り
入
れ
で
忙
が
し

く
な
り
ま
す
が
つ
と
め
て
協
力

す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

u

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み
H

〔八
月
分
〕

@
出
生
刊
名
鈴
木
武
彦
、
佐
々

木
篤
司
、
柴
田
枝
美
、
宮
沢
秀

之
、
仲
川
正
子
、
新
明
型
子
、

武
藤
志
登
美
(
以
上
今
金
)
久

保
田
満
恵
(
美
利
河
)
西
勝
幸

(白
石
)
木
島
光
孝
ハ
神
丘
)

⑥
婚
姻

5
組
加
藤
清
H
岡
山
町
寿

H
坊
戸
国
男
、
湯
浅
厚
子
、
大

坪
忠
春
"
吉
田
芳
孝
(
今
金
)

増
田
勝
彦

u稲
塩
ヤ
ス
子
〈
八

束
)
熊
野
竹
市
H
吉
村
ミ
ヨ
子

市
住
吉
)

L
V

@
死
亡

7
名
佐
々
木
ト
ミ
打
ハ

今
金
)
伊
藤
鉄
男
幻
中
山
弘
武

田

(
住
吉
)
山
田
栄
町

(
神
丘

)
渡
辺
里
美
4
(稲
山
間
)
小
谷

唯
雄
花

(光
台
)
久
ケ
沢
サ
ン

刊

(白
石
〉

、時


	名称未設定

